
　　　　　　　・研究責任者：

　　　　　　　電話：0479-63-8111㈹

　　　　　　　・臨床研究支援センター

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

７．お問い合わせ先

　　（連絡先）地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院

　2019年7月17日～2020年3月31日

外科　戸辺　綾貴子

　〔研究対象者背景〕年齢、ＢＭＩ、糖尿病の既往、糖尿病のコントロール状況

　〔乳癌のタイプ〕ＨＥＲ２、ＥＲ、リンパ節転移、最大腫瘍径

　〔アウトカム〕術後再発の有無、最終観察日、転帰

　　本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

　　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書

　及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

　　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

　ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも

　患者さんに不利益が生じることはありません。

　　近年乳癌患者数は増加の一途をたどっており、また糖尿病患者数も上昇を認めている。乳癌と糖尿病

　の関連については、乳癌患者において糖尿病既往の有無により全生存率に優位差を認めた、糖尿病は乳

　癌発症リスクを1.2倍上昇させる、空腹時血糖の上昇は癌発症リスクを増大させる、といった海外からの

　報告がある一方、日本国内のコホート研究では糖尿病は乳癌発症リスクの上昇との関連を認めないとい

　った報告がある。今回は当院において糖尿病は乳癌の予後に関連するのか検討を行う。

　旭中央病院で乳癌と診断された患者さんで、以下の選択基準をすべて満たし、除外基準に該当しない

　患者さん

　・選択基準

　　1) 乳癌と診断された患者さん

　　2) 年齢不問

　・除外基準

　　1) 後方視的研究のため特に定めないが研究責任(分担)者が研究対象者として不適当と判断した

       患者さん

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ 2019071612

　糖尿病の既往が乳癌の経過・予後に及ぼす影響の検討

　2006年1月1日～2019年6月30日

１．研究課題名

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。


